
レジメン番号 レジメン名 抗癌剤(一般名） 抗癌剤(商品名) 用量 用法 1クール

S1 シスプラチン+放射線 シスプラチン シスプラチン 80mg/㎡ DAY1 21日

S2 カルボプラチン+放射線 カルボプラチン カルボプラチン AUC 1.5 DAY1, 8, 15, 22 28日

S3 FP療法 シスプラチン シスプラチン 80mg/㎡ DAY1

フルオロウラシル ５FU 800mg/㎡ DAY1 28日

S4 TPF療法 ドセタキセル ドセタキセル 60mg/㎡ DAY１

S41 TPF療法(ショート） シスプラチン シスプラチン 70mg/㎡ DAY１

フルオロウラシル ５FU 750mg/㎡ DAY１－５ 21日

S5 アービタックス【毎週】+放射線 セツキシマブ アービタックス 25０mg/㎡ DAY1

S51 初回400mg/㎡ 7日

S52 アービタックス【2週毎】+放射線 セツキシマブ アービタックス 500mg/㎡ DAY1

14日

S6 アービタックス+FP療法 セツキシマブ アービタックス 25０mg/㎡ DAY1, 8, 15

S61 初回400mg/㎡

シスプラチン シスプラチン 100mg/㎡ DAY1

フルオロウラシル ５FU 1000mg/㎡ DAY1-5 21日

S613 アービタックス＋CBDCA＋５－FUセツキシマブ アービタックス 25０mg/㎡ DAY1, 8, 15

初回400mg/㎡

S6131 カルボプラチン カルボプラチン AUC=5 DAY1

フルオロウラシル ５FU 1000mg/㎡ DAY1-5 21日

S62 アービタックス維持療法【2週間毎】セツキシマブ アービタックス 500mg/㎡ DAY1

14日

S7 アービタックス+PTX セツキシマブ アービタックス 25０mg/㎡

S71 初回400mg/㎡ DAY1,8,15,22

パクリタキセル パクリタキセル 80mg/㎡ 28日

S8 オプジーボ単独(2週毎) ニボルマブ オプジーボ 240mg/Body DAY1

14日

S81 オプジーボ単独(4週毎) ニボルマブ オプジーボ 480mg/Body DAY1

28日

レジメン番号 レジメン名 抗癌剤(一般名） 抗癌剤(商品名) 用量 用法 1クール

S91 カルボプラチン+パクリタキセル カルボプラチン カルボプラチン AUC＝6 DAY1

【3週間毎】 パクリタキセル パクリタキセル 200mg/㎡ 21日

S92 カルボプラチン+ドセタキセル カルボプラチン カルボプラチン AUC＝5 DAY1

【3週間毎】 ドセタキセル ドセタキセル 70mg/㎡ 21日

S95 ハーセプチン+ドセタキセル療法 ハーセプチン トラスツズマブ 6mg/kg DAY1

S951 (初回8mg/kg)

ドセタキセル ドセタキセル 70mg/㎡ DAY1 21日

レジメン番号 レジメン名 抗癌剤(一般名） 抗癌剤(商品名) 用量 用法 1クール

X１ オプジーボ＋ヤーボイ ニボルマブ オプジーボ ８０mg／body DAY1

イピリムマブ ヤーボイ ３mg／kg DAY1 ２１日

X２ オプジーボ単独（２週間毎） ニボルマブ オプジーボ ２４０㎎／body DAY1

１４日

X３ オプジーボ単独（４週間毎） ニボルマブ オプジーボ ４８０㎎／body DAY1

２８日

頭頸部癌

唾液腺癌

悪性黒色腫



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

1 80mg/㎡ DIV 3時間 day８

2

3

4

5

副作用

休薬の規定

レジメン名（略号）

シスプラチン＋放射線
抗癌剤

  シスプラチン

１コース期間（次コースまでの期間）
35日間 総コース数

  DAY１

１日の投与スケジュール     １）ラクテック    500mL      1本    　 DIV　8：30～10：00

処方例     ２）ソルデム３Ａ 500mL      1本

（ｼｮｰﾄﾊｲﾄﾞﾚｰｼｮﾝ）     　　硫酸Mg補正液20mEq     8mL    　 DIV　10：00～11：30

    ３）ソルデム３Ａ  500mL     1本  　   DIV　 11：30～13：00

    ４）パロノセトロン点滴静注バッグ 0.75mg    １袋

　　　 ホスアプレピタント150mg       １V

          デキサート 6.6mg          ２Ｖ

          プリンペラン 10mg        １Ａ　 　DIV　13：00～13：30

    ５）マンニットールS　　　　1本　　 　DIV　13：30～14：30

    ６）シスプラチン　　　  　　80㎎/㎡

　　    生食　　　　　　　　　250mL      DIV　14：30～16：30

    ７）ラクテック 500mL        1本   　   DIV　16：30～18：00

    ８）ソルデム３Ａ 500mL     1本　　 　DIV　18：00～19：30

  DAY２,３

    １）デキサート 6.6mg          １Ｖ

     　  プリンペラン10mg　　　１A

　　　 生食　50mL　　　　　 １本　　  DIV　9：30～10：00

　　　　腎機能障害→減量または中止

    ２）ラクテック 　500mL     1本    　  DIV　10：00～11：30

    ３）ソルデム３Ａ 500mL     1本　　　DIV　11：30～13：00

CDDP：骨髄抑制(白血球減少、好中球減少)→G-CSF投与
　　　　嘔吐、悪心→制吐剤



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

1 AUC＝1.5 DIV 60分で day1、８、15、22

2 （照射開始30分前に終了する）

3

4

5

副作用

休薬の規定

レジメン名（略号）

カルボプラチン＋放射線
抗癌剤

　カルボプラチン

１コース期間（次コースまでの期間）
28日 総コース数

  DAY1

    １）パロノセトロン 0.75mg    １袋

１日の投与スケジュール 　　　 デキサート 6.6mg         １Ｖ

処方例           ポララミン 5mg       　 １Ａ　 　  DIV　フリー

    ２）カルボプラチン　  　　AUC＝1.5

    　　生食 250mL  　　　      １本     　DIV　60分で

血小板減少　･･･　減量、休薬、必要に応じ、血小板輸血

悪心・嘔吐　･･･　制吐剤の投与

    ３）生食50mL　　　　　      １本 　 　DIV　ﾙｰﾄﾌﾗｯｼｭ用

　DAY２～

　内服デカドロン(4mg)　 　 ２錠

　　　ファモチジン(10mg)　２錠　　分２　　　3日分

好中球減少　･･･　減量、休薬、必要に応じ、G-ＣＳＦの投与



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

1 80mg/㎡ DIV 1時間 day１

2 800㎎/㎡ DIV 24時間 day１～５

3

4

5

副作用

休薬の規定

レジメン名（略号）

PF療法
抗癌剤

  シスプラチン

　５－FU

１コース期間（次コースまでの期間）
28日間 総コース数

  DAY1

１日の投与スケジュール     １）ラクテック    500mL      1本    　 DIV　8：30～10：00

処方例     ２）ソルデム３Ａ 500mL      1本

（ｼｮｰﾄﾊｲﾄﾞﾚｰｼｮﾝ）     　　硫酸Mg補正液20mEq     8mL    　 DIV　10：00～11：30

    ３）ソルデム３Ａ  500mL     1本  　   DIV　 11：30～13：00

    ４）パロノセトロン点滴静注バッグ 0.75mg    １袋

　　　 ホスアプレピタント150mg       １V

          デキサート 6.6mg          2Ｖ

          プリンペラン 10mg        １Ａ　 　DIV　13：00～13：30

    ５）マンニットールS　　　　1本　　 　DIV　13：30～14：30

    ６）シスプラチン　　　  　　80㎎/㎡

　　    生食　　　　　　　　　250mL      DIV　14：30～16：30

    ７）５－FU　　　　　　　800㎎/㎡

　　    生食　　　　　　　　　500mL      DIV　16：30～16：30

    ８）ラクテック 500mL        1本   　   DIV　16：30～18：00

    ９）ソルデム３Ａ 500mL     1本　　 　DIV　18：00～19：30

  DAY2～5

    １）デキサート 6.6mg          １Ｖ

     　  プリンペラン10mg　　　１A

骨髄抑制　：　休薬、投与間隔変更
　　　　　　　適宜　G－CSF使用

　　　 生食　100mL　　　　　 １本　　  DIV　9：30～10：00

    ２）ラクテック 　500mL     1本    　  DIV　10：00～11：30

    ３）ソルデム３Ａ 500mL     1本　　　DIV　11：30～13：00



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

1 60mg/㎡ DIV １時間 day１

2 70mg/㎡ DIV 2時間 day１

3 750㎎/㎡ DIV 24時間 day１～５

4

5

骨髄抑
悪心、
腎機能

　５－FU

レジメン名（略号）

TPF療法
抗癌剤

  ドセタキセル

  シスプラチン

１コース期間（次コースまでの期間）
21日間 総コース数

休薬の規定

  DAY1

１日の投与スケジュール     １）ラクテック    500mL      1本    　 DIV　8：30～10：00

処方例     ２）ソルデム３Ａ 500mL      1本

（ｼｮｰﾄﾊｲﾄﾞﾚｰｼｮﾝ）     　　硫酸Mg補正液20mEq     8mL    　DIV　10：00～11：30

    ３）ソルデム３Ａ  500mL     1本  　   DIV　 11：30～13：00

    ４）パロノセトロ点滴静注バッグ 0.75mg    １袋

    8）シスプラチン　　　  　　70㎎/㎡

　　　 ホスアプレピタント150mg       １V

          デキサート 6.6mg          １Ｖ

          プリンペラン 10mg        １Ａ　 　DIV　13：00～13：30

    ５）ドセタキセル　　　  　　60㎎/㎡

　　    生食　　　　　　　　　250mL      DIV　13：30～14：30

　 ６）生食　　　　　　　　　 50mL　　 DIV　フラッシュ

    7）マンニットールS　　　　1本　　 　DIV　14：30～15：30

　　    生食　　　　　　　　　250mL      DIV　15：30～17：30

    9）５－FU　　　　　　　  750㎎/㎡

　　    生食　　　　　　　　　250mL      DIV　24時間で

   10）ラクテック 500mL        1本   　   DIV　17：30～19：00

   11）ソルデム３Ａ 500mL     1本　　 　DIV　19：00～20：30

  DAY2～５

    １）デキサート 6.6mg          １Ｖ

    ４）５－FU　　　　　　　  750㎎/㎡

　　    生食　　　　　　　　　250mL      DIV　24時間で

     　  プリンペラン10mg　　　１A

　　　 生食　100mL　　　　　 １本　　  DIV

    ２）ラクテック 　500mL     1本    　  DIV　90分で

    ３）ソルデム３Ａ 500mL     1本　　　DIV　90分で



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

初回　　  400mg/㎡ DIV 2時間

2回目以降250mg/㎡ DIV 1時間

2

3

4

＊infusion reaction

　　軽症･･･投与速度の減速など

副作用 　　重度･･･投与を直ちに中止し、症状に応じた処置を行なう

＊皮膚症状･･･保湿剤、ステロイド軟膏、ミノマイシンなど

　　　　　　 減量・休薬など

(上記の減量の及び中止基準投与間隔の変更規定)

＊間質性肺炎

＊低マグネシウム血症・電解質異常

＊心毒性

＊下痢
＊眼障害(角膜炎等)

レジメン名（略号）

アービタックス（毎週）＋放射線
抗癌剤

1 アービタックス(ｾﾂｷｼﾏﾌﾞ) day１

       生食(50mL)　　　　　　 1本　　　　　DIV

放射線療法

１コース期間（次コースまでの期
間）

7日間 総コース数

１日の投与スケジュール   １）ポララミン(5mg)　　　　１Ａ

処方例        デキサート(8.8mg)　　　１Ａ

  ２）アービタックス　　　　250(400)mg/㎡

        生食(250ｍL)　　　　　　1本　　1時間(2時間)でDIV

  ３）生食(50mL)　　　　　　 1本　　フラッシュ

　       マイザー軟膏 5g　　         　1本　　1日2回　皮疹の出た所（体）

　       ヒルドイドソフト軟膏 25g    1本　　　皮膚の乾燥したところ

内服    ミノマイシンCap　100mg　2C　朝夕食後　　7日分

　　　　　　　皮疹を予防するお薬です

外用    キンダベート 5g　　　       　1本　　1日2回　皮疹の出た所（顔）



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

1  500mg/㎡ DIV 2時間 day１

2

3

4

＊infusion reaction

副作用 　　軽症･･･投与速度の減速など

　　重度･･･投与を直ちに中止し、症状に応じた処置を行なう

＊皮膚症状･･･保湿剤、ステロイド軟膏、ミノマイシンなど

　　　　　　 減量・休薬など

(上記の減量の及び中止基準投与間隔の変更規定)

＊間質性肺炎

＊低マグネシウム血症・電解質異常

＊心毒性

＊下痢

＊眼障害(角膜炎等)

１日の投与スケジュール   １）ポララミン(5mg)　　　　１Ａ

レジメン名（略号）

アービタックス（2週毎）＋放射線
抗癌剤

放射線療法

アービタックス(ｾﾂｷｼﾏﾌﾞ)

１コース期間（次コースまでの期間）
14日間 総コース数

処方例         デキサート(8.8mg)　　　１Ａ

        生食(50mL)　　　　　　 1本　　　　　DIV

  ２）アービタックス　　　　500mg/㎡

        生食(250ｍL)　　　　　 1本　　       2時間でDIV

  ３）生食(50mL)　　　　　　 1本　　      フラッシュ

内服    ミノマイシンCap　100mg　2C　朝夕食後　　7日分

　       ヒルドイドソフト軟膏 25g   1本　　　皮膚の乾燥したところ

　　　　　　　皮疹を予防するお薬です

外用    キンダベート 5g　　　       　1本　　1日2回　皮疹の出た所（顔）

　       マイザー軟膏 5g　　         1本　　1日2回　皮疹の出た所（体）



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

初回　　  400mg/㎡ DIV 2時間

2回目以降250mg/㎡ DIV 1時間

2 100mg/㎡ DIV 2時間 day１

3 1000mg/㎡ DIV 24時間 day１～4

4

＊infusion reaction
　　軽症･･･投与速度の減速など

副作用 　　重度･･･投与を直ちに中止し、症状に応じた処置を行なう
＊皮膚症状･･･保湿剤、ステロイド軟膏、ミノマイシンなど
　　　　　　 減量・休薬など
(上記の減量の及び中止基準投与間隔の変更規定)
＊間質性肺炎
＊低マグネシウム血症・電解質異常
＊心毒性
＊下痢
＊眼障害(角膜炎等)
骨髄抑制　　：　頻回の血液検査
　　　　　　　　WBC↓↓、好中球↓↓に対しG-CSF使用
悪心、嘔吐　：　制吐剤
腎機能障害　：　輸液負荷、適宜、利尿剤使用

休薬の規定

レジメン名（略号）

アービタックス（毎週）＋FP
抗癌剤

1 　アービタックス day１,8,15

　５－FU

　シスプラチン

１コース期間（次コースまでの期間）
21日間 総コース数

    ４）パロノセトロン点滴静注バッグ 0.75mg    １袋

  DAY1

１日の投与スケジュール     １）ラクテック    500mL      1本    　 DIV　　６：30～８：00

処方例     ２）ソルデム３Ａ 500mL      1本

（ｼｮｰﾄﾊｲﾄﾞﾚｰｼｮﾝ）     　　硫酸Mg補正液20mEq     8mL    　DIV　   8：00～9：30

    ３）ソルデム３Ａ  500mL     1本

　　　 ポララミン5mg　　　　　１A　　  DIV　   9：30～11：00

　　　 ホスアプレピタント150mg       １V

          デキサート 6.6mg          2Ｖ

          プリンペラン 10mg        １Ａ　 　DIV　 11：00～11：30

    ５）アービタックス　　　   250㎎/㎡

　　    生食　　　　　　　　　250mL      DIV　11：30～12：30

    ６）マンニットールS　　　　1本　　 　DIV　12：30～13：30

    ７）シスプラチン　　　  　100㎎/㎡

　　    生食　　　　　　　　　250mL      DIV　13：30～15：30

    ８）５－FU　　　　　　  1000㎎/㎡    （DAY1～4）

　　    生食　　　　　　　　　500mL      DIV　15：30～15：00

    ９）ラクテック 500mL        1本   　   DIV　15：30～17：00

    ３）ソルデム３Ａ 500mL     1本　　　 DIV　14：00～15：30

   10）ソルデム３Ａ 500mL     1本　　   DIV　17：00～18：30

  DAY2～3

    １）デキサート 6.6mg          １Ｖ

     　  プリンペラン10mg　　　１A

　　　 生食　100mL　　　　　 １本　　  DIV　12：00～12：30

    ２）ラクテック 　500mL     1本    　  DIV　12：30～14：00

　２）アービタックス　　　　250mg/㎡
　　　生食　　　　　　　　　250mL　　DIV　60分で
　３）生食　　　　　　　　　50mL　　　DIV

  DAY 8,15

　１）ポララミン5mg　　　　　１A

　　　デキサート6.6mg　　　１V
　　　生食　　　　　　　　　50mL　　DIV　ﾌﾘｰで



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

初回　　  400mg/㎡ DIV 2時間

2回目以降250mg/㎡ DIV 1時間

2 AUC=5 DIV 1時間 day１

3
５ －

FU
1000mg/㎡ DIV 24時間 day１～4

4 　

＊infusion reaction
　　軽症･･･投与速度の減速など
　　重度･･･投与を直ちに中止し、症状に応じた処置を行なう
＊皮膚症状･･･保湿剤、ステロイド軟膏、ミノマイシンなど
　　　　　　 減量・休薬など
(上記の減量の及び中止基準投与間隔の変更規定)
＊間質性肺炎

＊心毒性
＊下痢
＊眼障害(角膜炎等)
骨髄抑制　　：　頻回の血液検査
　　　　　　　　WBC↓↓、好中球↓↓に対しG-CSF使用
悪心、嘔吐　：　制吐剤
腎機能障害　：　輸液負荷、適宜、利尿剤使用

休薬の規定

レジメン名（略号）

アービタックス ＋ CBDCA ＋ 5FU
抗癌剤

1 　アービタックス day１,8,15

　カルボプラチン

１コース期間（次コースまでの期間）
21日間 総コース数

　 ３）カルボプラチン　　　　　　AUC=５

  DAY1

１日の投与スケジュール     １） ポララミン5mg 　　　　　　　1A

処方例 　　　　デキサート6.6mg　　　　　　 1V

（ｼｮｰﾄﾊｲﾄﾞﾚｰｼｮﾝ） 　　　　ホスアプレピタント150mg　　1V

　　　　パロノセトロン0.75mg　　　  1袋　 ﾒｲﾝからDIV(10:30)

    ２）アービタックス　　　  　　　 250㎎/㎡

　　    生食250mL     　　　　　　　 1本　  ｹﾓｾｰﾌからDIV(10:45-12:45)

    ２）アービタックス　　　  　　　 250㎎/㎡

　　　 生食250mL　　　　　　　　　 1本　 ｹﾓｾｰﾌからDIV(12:45-13:45)

    ４）５－FU　　　　　　 　　　 1000㎎/㎡

　　    生食500mL     　　　　　　　　1本　ｹﾓｾｰﾌからDIV(13:45-13:15)

　 ５）生食50mL　　　　　　　　　　 1本　ﾒｲﾝからDIV

 DAY8,15

    １） ポララミン5mg 　　　　　　　1A

　　　　デキサート6.6mg　　　　　　 1V

　　　　生食50mL　　　　　　　　　 1本　ﾒｲﾝからDIV

ヒルドイドソフト軟膏　1日1～2回塗布

副作用

　　    生食250mL     　　　　　　　 1本　 ｹﾓｾｰﾌからDIV

 　３）生食50mL　　　　　　　　　　1本　ﾒｲﾝからDIV

内服・外用剤

ミノマイシンカプセル100mg　2カプセル　分2　毎日

キンダベート軟膏　　　顔の皮疹に1日2回塗布

マイザー軟膏　　　　　体の皮疹に1日2回塗布



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

1 500mg/㎡ DIV 2時間 day１

2

3

4

＊infusion reaction

　　軽症･･･投与速度の減速など

副作用 　　重度･･･投与を直ちに中止し、症状に応じた処置を行なう

＊皮膚症状･･･保湿剤、ステロイド軟膏、ミノマイシンなど

　　　　　　 減量・休薬など

(上記の減量の及び中止基準投与間隔の変更規定)

＊間質性肺炎

＊低マグネシウム血症・電解質異常

＊心毒性

＊下痢

＊眼障害(角膜炎等)

１日の投与スケジュール   １）ポララミン(5mg)　　　　１Ａ

レジメン名（略号）

アービタックス単剤
抗癌剤

アービタックス(ｾﾂｷｼﾏﾌﾞ)

１コース期間（次コースまでの期間）
14日間 総コース数

処方例        デキサート(8.8mg)　　　１Ａ

       生食(50mL)　　　　　　 1本　　　　　DIV

  ２）アービタックス　　　　500mg/㎡

       生食(250ｍL)　　　　　　1本　　2時間でDIV

  ３）生食(50mL)　　　　　　 1本　　フラッシュ

内服    ミノマイシンCap　100mg　2C　朝夕食後　　7日分

　       ヒルドイドソフト軟膏50g   1本　　　皮膚の乾燥したところ

　　　　　　　皮疹を予防するお薬です

外用    キンダベート 5g　　　       　1本　　1日2回　皮疹の出た所（顔）

　       マイザー軟膏 5g　　         1本　　1日2回　皮疹の出た所（体）



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

初回　　  400mg/㎡ DIV 2時間

2回目以降250mg/㎡ DIV 1時間

2 80mg/㎡ DIV 1時間 day１．８．15．22

3

4

＊infusion reaction

　　軽症･･･投与速度の減速など

副作用 　　重度･･･投与を直ちに中止し、症状に応じた処置を行なう

＊皮膚症状･･･保湿剤、ステロイド軟膏、ミノマイシンなど
　　　　　　 減量・休薬など
(上記の減量の及び中止基準投与間隔の変更規定)
＊間質性肺炎
＊低マグネシウム血症・電解質異常
＊心毒性
＊下痢
＊眼障害(角膜炎等)

レジメン名（略号）

アービタックス（毎週）＋PTX
抗癌剤

1 アービタックス(ｾﾂｷｼﾏﾌﾞ) day１．８．15．22

パクリタキセル

１コース期間（次コースまでの期
間）

28日間

       デキサート(6.6mg)　　　  0.5V

１日の投与スケジュール   １）ポララミン(5mg)　　　　１Ａ

処方例        デキサート(6.6mg)　　　 １Ａ

       生食(50mL)　　　　　　  1本　　　　　DIV

総コース数

  ２）アービタックス　　　　250(400)mg/㎡

        生食(250ｍL)　　　　　　1本　　1時間(2時間)でDIV

  ３）ファモチジン(20㎎)　　　 1A

       生食(50mL)　　　　　　   1本　　　　　DIV

  ４）生食(100mL)　　　　　   1本　　　30分でDIV

  ５）パクリタキセル　　　　　 80mg/㎡

       5%ブドウ糖(250mL)　 　 1本　　　　　DIV

  ６）生食(50mL)　　　　　　 1本

　       マイザー軟膏 5g　　         　1本　　1日2回　皮疹の出た所（体）

　       ヒルドイドソフト軟膏 25g    1本　　　皮膚の乾燥したところ

内服    ミノマイシンCap　100mg　2C　朝夕食後　　7日分

　　　　　　　皮疹を予防するお薬です

外用    キンダベート 5g　　　       　1本　　1日2回　皮疹の出た所（顔）



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

1 240mg/Body DIV 30分 day１(14日毎)

2 480mg/Body DIV 30分 day１(28日毎)

3

4

5

総コース数

副作用

フィルター付輸液セットを使用する

レジメン名（略号）

オプジーボ
抗癌剤

オプジーボ

または

１コース期間（次コース
までの期間）休薬の規定

240mg14日毎または、
480mg28日毎

PDまで

１）ポララミン(5mg)　　　  　  １A

１日の投与スケジュール 　　生食(50mL)　　　　　　 　 １本　 　 10分でDIV

処方例 ２）生食(50mL)　　　　　　　  １本  　　フリー

甲状腺機能障害　　　　　必要に応じ、ステロイドや免疫抑制剤を投与する。

３）オプジーボ　　　　　   　　 240mg/Body(480㎎/Body）

　　生食(100mL)　　　　　　   １本　  　１時間でDIV

４）生食(50mL)　　　　　　　  １本  　　フラッシュ

間質性肺炎

重症筋無力症、筋炎

大腸炎、重度の下痢

１型糖尿病

肝機能障害、肝炎　　 　　必要に応じ、専門医と連携して、本剤の中止など適切な処置を行う。

Infusion reaction　･･･　注入速度を緩めるか中止。症状に応じて薬剤投与。

ぶどう膜炎　･･･　本剤の投与を中止し、眼科への受診を勧める。

血小板減少、貧血

神経障害

腎障害

副腎障害

脳炎　･･･　痙攣発作、重積にはﾌｪﾆﾄｲﾝ、ｼﾞｱｾﾞﾊﾟﾑ、脳浮腫に対してはｸﾞﾘｾﾛｰﾙ、ｽﾃﾛｲﾄﾞなど。

重度の皮膚障害　･･･　血漿交換法や免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ大量投与が必要になる場合もある。

静脈血栓塞栓症　･･･　抗凝固療法、血栓溶解療法、血管内治療法、手術療法等を検討する。



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

1 200mg/㎡ DIV 3時間 day１

2 AUC=6 DIV 1時間 day１

3

4

5

休薬の規定

レジメン名（略号）

カルボプラチン＋パクリタキセル【3週間毎】
抗癌剤

パクリタキセル

カルボプラチン

１コース期間（次コースまでの期間）
21日間 総コース数

  DAY１

１日の投与スケジュール     １） デキサート 6.6mg          3Ｖ

処方例           ファモチジン20mg        １Ａ

（ｼｮｰﾄﾊｲﾄﾞﾚｰｼｮﾝ） 　　　 生食（５０ｍL）　　　　 1本　　　DIV

    ２）パロノセトロン点滴静注バッグ 0.75mg    １袋

　　　 ホスアプレピタント150mg       １V　　 DIV　30分

パクリタキセル投与３０分前に

　 ３）パクリタキセル　　　 200mg/㎡

　　　 5％ブドウ糖（500mL）１本　　 DIV　3時間

　 ４）カルボプラチン　　　 AUC=6

　　　 生食（250mL）　　　 １本　 　  DIV　1時間

　 ５） 生食（50mL）    　　　１本　　　フラッシュ

内服　　レスタミンコーワ錠10mg　　5錠　　分１　１日分

 DAY2より内服

内服　　デカドロン錠4mg　　　　2錠

　　　　ファモチジンOD錠10mg　2錠　　　分２　　3日分

好中球減少　･･･　減量、休薬、必要に応じ、G-ＣＳＦの投与

副作用 血小板減少　･･･　減量、休薬、必要に応じ、血小板輸血

悪心・嘔吐　･･･　制吐剤の投与

脱毛

しびれ　･･･　休薬、減量、薬剤投与

　　　(リリカ、サインバルタ、モービック、牛車腎気丸、メチコバールな
筋肉痛　･･･　モービック錠、芍薬甘草湯
口内炎



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

1 70mg/㎡ DIV 1時間 day１

2 AUC=5 DIV 1時間 day１

3

4

5

休薬の規定

レジメン名（略号）

カルボプラチン＋ドセタキセル【3週間毎】
抗癌剤

ドセタキセル

カルボプラチン

１コース期間（次コースまでの期間）
21日間 総コース数

  DAY１

１日の投与スケジュール     １） デキサート 6.6mg        　　　　　　　  3Ｖ

処方例           ポララミン5mg　　 　　       　　　　　１Ａ

　　　 ホスアプレピタント150mg　　　　　　　1V

    　　パロノセトロン点滴静注バッグ 0.75mg    １袋

　 ２）ドセタキセル　　　　 70mg/㎡

　　　 生食（250mL）　　　１本　　 DIV　1時間

　 ４）カルボプラチン　　　 AUC=5

　　　 生食（250mL）　　　 １本　 　  DIV　1時間

　 ５） 生食（50mL）    　　　１本　　　フラッシュ

 DAY2より内服

内服　　デカドロン錠4mg　　　　2錠

　　　　ファモチジンOD錠10mg　2錠　　　分２　　3日分

好中球減少　･･･　減量、休薬、必要に応じ、G-ＣＳＦの投与

副作用 血小板減少　･･･　減量、休薬、必要に応じ、血小板輸血

筋肉痛　･･･　モービック錠、芍薬甘草湯

口内炎

脱毛

悪心・嘔吐　･･･　制吐剤の投与

しびれ　･･･　休薬、減量、薬剤投与

　　　(リリカ、サインバルタ、モービック、牛車腎気丸、メチコバールなど)



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

1 6mg/kg DIV 90分 day１

2 (初回8mg/kg) (30分まで短縮可）

3 70mg/㎡ DIV 1時間 day１

4

5

レジメン名（略号）

ハーセプチン＋ドセタキセル療法
抗癌剤

ハーセプチン

ドセタキセル

１コース期間（次コースまでの期間）
21日間 総コース数

休薬の規定

  DAY１

１日の投与スケジュール 　１）生理食塩液 50mL　　　　1本　　　　　　　　　DIV

処方例 　２）ハーセプチン　　　　6mg/kg(初回8mg/kg)

　　　生理食塩液 250mL　　　　　　　　　　90分でDIV（30分まで短縮可）

　３）生理食塩液 50mL　　　　1本　　　　　　　　　DIV

　４）デキサート6.6mg　　　1本

　　　生理食塩液 50mL　　　1本　　　　　　　　DIV

　５）ドセタキセル　　　　70mg/㎡

　　　生理食塩液 250mL　　1本　　　　　1時間でDIV

 　６）生理食塩液 50mL　　　　1本　　　　　　　　　DIV

好中球減少　･･･　減量、休薬、必要に応じ、G-ＣＳＦの投与

副作用 血小板減少　･･･　減量、休薬、必要に応じ、血小板輸血

筋肉痛　･･･　モービック錠、芍薬甘草湯

口内炎

脱毛

悪心・嘔吐　･･･　制吐剤の投与

しびれ　･･･　休薬、減量、薬剤投与

　　　(リリカ、サインバルタ、モービック、牛車腎気丸、メチコバールなど)



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

1 80mg/Body DIV 30分 day１

2 3mg/kg DIV 30分 day１

総コース数

副作用

１コース期間（次コースまでの期
間）休薬の規定

２１日 ４コース

レジメン名（略号）

オプジーボ　+　ヤーボイ
抗癌剤

オプジーボ

ヤーボイ

フィルター付輸液セットを使用する

１）ポララミン(5mg)　　　  　  １A

１日の投与スケジュール 　　生食(50mL)　　　　　　 　 １本

処方例 ２）生食(50mL)　　　　　　　  １本  　　フリー

３）オプジーボ　　　　　   　　 80mg/Body

　　生食(100mL)　　　　　　   １本　  　１時間でDIV

４）生食(50mL)　　　　　　　  １本  　　30分でDIV

５）ヤーボイ　　　　　　　　　　３mg/kg

　　生食(20mL)　　　　　　　　１本　　　30分でDIV

脳炎　･･･　痙攣発作、重積にはﾌｪﾆﾄｲﾝ、ｼﾞｱｾﾞﾊﾟﾑ、脳浮腫に対してはｸﾞﾘｾﾛｰﾙ、ｽﾃﾛｲﾄﾞなど。

６）生食(50mL)　　　　　　　　１本　　フリー

間質性肺炎

重症筋無力症、筋炎

大腸炎、重度の下痢

１型糖尿病

肝機能障害、肝炎　　　　必要に応じ、専門医と連携して、本剤の中止など適切な処置を行う。

甲状腺機能障害　　　　　必要に応じ、ステロイドや免疫抑制剤を投与する。

神経障害

腎障害

副腎障害

重度の皮膚障害　･･･　血漿交換法や免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ大量投与が必要になる場合もある。

静脈血栓塞栓症　･･･　抗凝固療法、血栓溶解療法、血管内治療法、手術療法等を検討する。

Infusion reaction　･･･　注入速度を緩めるか中止。症状に応じて薬剤投与。

ぶどう膜炎　･･･　本剤の投与を中止し、眼科への受診を勧める。

血小板減少、貧血



１日投与量 投与法 投与時間 投与日

1 240mg/Body DIV 30分 day１(14日毎)

2 480mg/Body DIV 30分 day１(28日毎)

3

4

5

総コース数

副作用

フィルター付輸液セットを使用する

レジメン名（略号）

オプジーボ
抗癌剤

オプジーボ

または

１コース期間（次コース
までの期間）休薬の規定

240mg14日毎または、
480mg28日毎

PDまで

１）ポララミン(5mg)　　　  　  １A

１日の投与スケジュール 　　生食(50mL)　　　　　　 　 １本　 　 10分でDIV

処方例 ２）生食(50mL)　　　　　　　  １本  　　フリー

甲状腺機能障害　　　　　必要に応じ、ステロイドや免疫抑制剤を投与する。

３）オプジーボ　　　　　   　　 240mg/Body(480㎎/Body）

　　生食(100mL)　　　　　　   １本　  　１時間でDIV

４）生食(50mL)　　　　　　　  １本  　　フラッシュ

間質性肺炎

重症筋無力症、筋炎

大腸炎、重度の下痢

１型糖尿病

肝機能障害、肝炎　 　　　必要に応じ、専門医と連携して、本剤の中止など適切な処置を行う。

Infusion reaction　･･･　注入速度を緩めるか中止。症状に応じて薬剤投与。

ぶどう膜炎　･･･　本剤の投与を中止し、眼科への受診を勧める。

血小板減少、貧血

神経障害

腎障害

副腎障害

脳炎　･･･　痙攣発作、重積にはﾌｪﾆﾄｲﾝ、ｼﾞｱｾﾞﾊﾟﾑ、脳浮腫に対してはｸﾞﾘｾﾛｰﾙ、ｽﾃﾛｲﾄﾞなど。

重度の皮膚障害　･･･　血漿交換法や免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ大量投与が必要になる場合もある。

静脈血栓塞栓症　･･･　抗凝固療法、血栓溶解療法、血管内治療法、手術療法等を検討する。


